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招待論文 picoRing: バッテリーレスな指輪型入力デバイス
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概要. スマートウォッチやスマートグラスなどの普及により、いつでもどこでも映像や情報にアクセスで
きるが、入力インタフェースは、大げさな手の動きが必要で未だ使いづらい。指輪型マウスは、人差し指
に装着した指輪への、親指による微小なクリックとスクロール入力を検知できるため、最小限の労力で継
続的に入力できる。しかし、指輪内の、消費電力の大きい無線通信モジュール（BLE）を連続駆動する必
要があり、指輪用の小型電池では、定期的な充電が頻繁に必要になる。そこで、本研究では、指輪型マウ
スが無線通信できる距離を 10 cm程度の近距離に限定するかわりに、無線通信の消費電力をほぼ０にする
「パッシブインダクティブテレメトリ（PIT）」を活用して、電池レスの指輪型入力デバイスを開発した。

1 はじめに
スマートウォッチやスマートグラスなどのウェア

ラブルデバイスの普及により、ユーザは、いつでも
どこでも映像や情報にアクセスできる。しかしなが
ら、これらデバイスの入力インタフェースは未だ自
然とできるものではない。例えば、スマートウォッ
チは小さな画面上を太い人差し指で主に操作するた
め、細かな操作は困難である。また、スマートグラ
スは、視線の移動による入力、あるいは手を掲げて
ジェスチャ入力するため、継続的に使用すると疲労
する。ユーザが使いやすいウェアラブル入力インタ
フェースとは、「マウスのように、わずかな指の動作
で情報を細かく継続的に操作できる」べきである。
指輪内にセンサを内蔵し、指先のジェスチャを間近
で検知できれば、指の微小な動きをより正確に検知
できる一方で、指輪型センサを短時間しか駆動でき
ない。なぜなら、指輪の小型軽量性を損なわないよ
うに 10mAh 級の小さな電池を搭載するのが望ま
しいが、指輪のセンサ情報を周囲のデバイスへ伝え
るために消費電力の大きな 10mW級の無線通信モ
ジュール（Bluetoothなど）を連続駆動する必要が
あり、電池内の電力をすぐに消費するからである。

2 システム
本研究では、指輪型マウスが無線通信できる距離

を 10 cm 程度の近距離に限定するかわりに、無線
通信の消費電力をほぼ０にする「パッシブインダク
ティブテレメトリ（PIT）」 [1]を活用して、電池
レスな指輪型入力デバイスで、数mmの指のわずか
な動作でクリック、スライド、あるいはスクロール
入力ができる「picoRing」を紹介する [2]。PITと
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は、センサコイルとリーダコイル間の磁気的結合を
利用して、センサコイルの共振周波数の変化（セン
サ値）をリーダコイルが受動的に読み取ることで、
センサコイルは、消費電力の大きな信号増幅器など
を使わずとも、センサ値を無線でリーダコイルへ伝
える。picoRingでは、指輪とリストバンドにセンサ
コイルとリーダコイルを実装することで、PITを行
う（図 1a）。最終的に、このリストバンドを媒介し
て、読み取った指輪のセンサ値をスマートウォッチ
やスマートグラスなどへ伝える。実験の結果、指の
曲げ、付近の金属によらず、指輪とリストバンドが
約 13 cm離れた状態での、クリック用の指輪型デバ
イスからのクリックのON/OFFを 99.9%の検知率
で把握できることがわかった。

3 アプリケーション例
picoRingを活用することで、親指による指輪へ

のプレス、スライド（横方向のみ、縦横両方）、ス
クロールが検知できる 4種類の電池レス指輪型入力
デバイスを実装した（図 1b）。これら指輪型デバイ
スは、小型スイッチとコイル、チップコンデンサの
みで実装できるため、完全パッシブな回路の上に、
アクセサリー用の指輪と同程度の、1.5 gから 2.9 g
の軽さで作れるという、低コスト、永続的動作、軽
量という３つの利点を兼ね備える。また、スマート
ウォッチやHMDと異なり、ジェスチャ入力時の指
の動作は最小限でよく、コンピュータ用のマウスの
ように、疲れず連続して高速入力できる、「ウェア
ラブル型汎用マウス」として利用できる。

4 おわりに
本研究では、PITにより、電池レスの指輪型入力

デバイスを開発した。今後は、この PITをベース
に、クリックやスクロール、スライドの全てを 1つ
の指輪で検知できる指輪型マウスを開発する。
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図 1. picoRingの概要
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